
 

 

 

 

 

課題解決型の保健室経営計画のマネジメントとしてPDCAサイクルを活用することが大切です。計画が児

童生徒の実態に合ったものか、課題解決につながっているか等、自己・他者評価を通じて振り返り、児童生

徒の健康課題の解決につなげていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

保健室経営に関する調査結果と課題が
掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健室経営に関する調査＊２
 全体 

保健室経営計画を作成している ７４％ 

・保健室経営計画の評価計画を作成している ８６％ 

・全職員に保健室経営計画を周知している ６８％ 

・他者評価を実施している ５３％ 
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保健室経営計画の必要性＊１ 

 保健室経営計画は、当該学校の教育目標や学校保健目標等を受けてその具現化を図るため
に、また、保健室の経営において達成されるべき目標を立て、計画的・組織的に運営するた
めに作成される計画です。さらに、以下のような状況を整える必要性も挙げられています。 
〇計画的・組織的に進めやすい 

〇健康課題の教職員間での共有ができる 

〇教職員や保護者からの保健室経営の理解や協力を得やすい 

〇養護教諭同士の連携ができる（引継ぎ等） 

参考資料：＊１保健室経営計画作成の手引 平成２６年度改訂 
＊２学校保健の課題とその対応－養護教諭の職務等に関する調査結果からー令和２年度改訂― 
＊３保健主事のための実務ハンドブック―令和２年度改訂―  
 （＊２，＊３は裏面）                  すべて公益財団法人学校保健会 

保健室経営計画を立案 
・・・全体の７４％ 

多くの養護教諭が保健室経営計
画を作成し、校内で周知を行っ 
ていますが、「他者評価を実施し
ている」回答は約半数です。 

学校保健の課題とその対応 
公益財団法人 日本学校保健会 

保健室経営計画と校内保健関係の基本的事項については別立てしよう＊１ 

次の基本的事項については、毎年大きく変化するものではないものなので、これらについ
ては保健室経営計画と別立てし、年度当初に職員等に周知し、折に触れ再周知、共通理解を
図って校内連携を進めていきましょう。 
①保健室利用方法 

②健康観察の方法 

③救急体制・日本スポーツ振興センターの手続き方法 

④感染症発生時の対応・出席停止措置など 



 

 

 

 

 

重点目標の設定 
学校保健目標にお
けるその年度の重
点的に取り組む目
標を記載する。※優
先度の高いものか
ら１～２個にしぼる。 

自校の子ども

たちの健康実

態を基に、今

年度学校で取

り組むべき健

康課題を挙げ

る。 

保健室の機能や、養
護教諭の職務の特質
を活かすような方策

を立てる。 

他者評価はこんな視点でとらえていこう＊２ 

・目標に対する達成の状況について、聞き取りやアンケートで学級担任などの関係職員、保護者等の意見を
聞いたり、児童生徒の振り返りカードなどから読み取ったりして、客観的なデータ等で評価する。 

・聞き取り、アンケート、児童生徒の振り返りカード作成時には、評価の観点や指標を明らかにしておく。 
〈評価の観点〉 

〇計画は適切であったか  〇計画に基づいて遂行できたか 〇昨年度の評価結果が生かされたか 

〇目標は達成できたか   〇教職員との役割分担は適切であったか  

〇教職員の共通理解と協力は得られたか など自己評価と他者評価の観点は同様とする 

保健室経営計画作成の手引 
（公益財団法人学校保健会） 

評価がなかなか難しい。 
自己評価はしているけど、他者評価はどのように実施したらよいのだろう。 

このようなカードで講演会や保健行事の後に 
評価アンケートを実施すると、次年度の計画に 
生かすことができます。＊３ 


